
豊
富
で
衛
生
的
な
水
を
、
安
定
し
て
供
給
す
る
の
が

上
水
道
の
役
目
で
す
。

よ
も
や
蛇
口
が
止
ま
る
な
ど
と
は
誰
も
考
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
水
道
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な

「
あ
た
り
ま
え
感
覚
」
は

い
っ
た
い
ど
こ
に
由
来
す
る
の
で
し
ょ
う
。

水
道
は
使
う
み
ん
な
で
守
る
も
の
。

な
ら
ば
、
水
道
に
抱
く
信
用
や
安
心
を
守
る
こ
と
も

意
識
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

当
然
（
あ
た
り
ま
え
）
と
思
っ
て
い
た
水
道
（
す
い
ど
う
）
を
、

水
道
（
み
ず
み
ち
）
と
し
て
捉
え
直
し
て
み
ま
し
た
。
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縁
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巌
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楽
習
実
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取
材
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み
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と
会
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地
図
の
下
の
探
検
フ
ィ
ー
ル
ド
水
み
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研
究
会
24

水
道
は
当
然
か
　
編
集
部
　
　
30

私
に
と
っ
て
の
水
の
文
化
　
荒
俣
宏
　

34

紅
茶
の
水
色
　
小
関
由
美
　
38

水
の
文
化
書
誌
　
井
戸
　
古
賀
邦
雄
　
40

水
に
関
す
る
生
活
意
識
調
査
か
ら

42

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

43
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